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●軸力を受ける円形鋼管柱の設計(SUS304A) 

 

（１）設計用応力 
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（２）使用 SUS 材 

 φ-89.1×3(SUS304A) 
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 ・断面の幅厚比（1.1 適用範囲） 

  7.293/1.89t/D == ≦  92

  ここでは，本マニュアルにより設計する． 

 

（３）許容耐力の検討 

部材応力の大きい長期荷重時にて検討する． 

1) 圧縮有効断面（3.2.3 限界幅厚比） 

 7.293/1.89t/D == ≦138 であり，規定を満足する．（全断面積を圧縮有効断面積とする．） 

2) 許容圧縮応力度（3.2.5 許容圧縮応力度） 
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  cλ ≦Λの場合となる． 
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3) 圧縮応力度（3.2.2 圧縮応力度） 
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（４）細長比制限（3.2.8 細長比制限） 

  116c =λ ≦  ・・・OK 200

 

 

 


